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　〇の問題は良かっ
たところを、×の問
題でも途中まででき
たところなどを書く。
×の問題ではうまく
いかなかったところ
とその理由を書き、
問題を分析する。

　本日行う内容や自分
がこの時間で身に付け
たいことを書く。
　使った教科書のペー
ジ数やワークのページ
数を書くと後でやり直
す際に便利になる。

　力試しで問題に取り
組んでみる。〇の問題
よりも×の問題を見つ
けることが大切であり、
×の問題こそ克服すべ
き課題である。

　これからどのよう
に練習していけば、
この問題ができるよ
うになるかを自分の
言葉でまとめる。類
似問題などを自分で
作り、弱点が克服で
きるように練習を行
う。
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①授業サイトを活用した授業実践（プレゼンテーションソフト等）
＜活用例＞ 視覚的に支援をしながら、リズムやテンポ良く授業を展開
①長期作業中の宿題や短時間でのコンピュータ使用による資料作成で実施
①章の導入にて興味付け（プロジェクターによる投影）　
②デジタル教科書の活用（主に空間図形・空間把握）
③素因数分解アプリの活用
①スライドでの授業　②動画や画像の有効活用
③視覚的な支援　　　④授業準備の効率アップ
①動画教材を作成し、授業にて活用
（新出単語の発音、本文の読み　等）
②動画作成：長期休業中や家庭学習の教材として活用
（読み物教材、基本文の定着を図る教材 等）
③プレゼンテーションソフトによる文法事項の説明
①タブレットを使用した授業実践
②デジタル教科書   ③創作アプリ
①題材導入時に、発想のヒントとなる歌、ミュージックビデオの動画の視聴
②参考作品の写真をスライドショーで提示（ＴＶ画面）
　　①運動技能の構造やイメージづくりのための模範動画の視聴　
　　②自分の課題確認のための、生徒自身が運動している動画の撮影・視聴
　　　　①テレビモニターを用いた優秀作品の提示
　　　　②テレビモニターを用いた作業状況（木工、裁縫、調理等）の提示

点Ｃが右に移動していくと、
角Ａ,Ｂ,Ｃは、それぞれどのよ
うにかわっていくでしょう。

三角形の内角の和が１８０°
になる考え方。
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　指定された時間後
に撮影した動画が流
れるので、走った後
に自分で確認。
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　最初の質問であるイライラ・もや

もやチェックが大（９～１２点）の

記述がある場合は、 を付け、すぐ

にチェックができるので便利だった。

　「今すぐ相談したい」という児童

生徒に対して個別面談を速やかに行

うことができた。

　相談したい相手が示されることで、

スムーズに相談につなげることがで

きた。

　データをスキャンして保存するこ
とで、いじめ等の問題発生後、すぐ
に過去の状況の確認が可能になった。

　管理職にもアンケートを見てもら
う事で、共通理解を図ることができ
た。
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　家族構成を把握すること
で、相談する先などを確認
しやすかった。

　各学年の欠席日数が記入
されるため、過去の登校渋
りなど学校を休みがちな児
童生徒を把握することがで
きた。

　時系列でわかるので、学
年を引き継いだ時にも役
立った。

　形式が決まっているため
に、記入する内容が分かり
やすかった。また、後日確
認する際には指導の経過が
一目で分かるので児童生徒
への声掛けがしやすかった。
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 【ＳＯＳを発する力】
　児童生徒自身に現在起きている、もしくは起こりうる危機的状況に対応するた
めに適切な援助希求行動（周囲にサポートを積極的に求めること）ができるよう
にする。
 【ＳＯＳを受け取る力】
　心の危機に陥った友達へのかかわり方、受け止め方、理解する姿勢を学び、適
切な対応ができるようにする。
⇒ 従来の教師からのアプローチに加えて、児童生徒自身の「ＳＯＳを発する力」、
「ＳＯＳを受け取る力」を育成する。

　心の健康の保持に係る教育及び啓発
　の推進等

第１７条３
　学校は、当該学校に在籍する児童、 
（中略）生徒等に対し、（中略）困難な
事態、強い心理的負担を受けた場合等
における対処の仕方を身に付ける等の
ための教育又は啓発（中略）を行うよ
う努めるものとする。

　１１．子ども・若者の自殺対策を更
　　　　に推進する

・いじめを苦にした子どもの自殺予防
・学生・生徒等への支援充実
・ＳＯＳの出し方に関する教育の推進
・子どもへの支援の充実
・若者への支援の充実
・若者の特性に応じた支援の充実
・知人等への支援

しかし、児童生徒の悩みは教師の気づきだけでは支えきれない面もある。
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　ＤＶＤの内容につい

ては動画視聴サイトで

も視聴が可能である。

　自分がつらい時、友

達から相談された時の

対処方法について考え

る。

　周りの意見を聞き、

自分では思いつかな

かった対処法を学ぶ。

〇どの授業で実施するか。
⇒学級活動や体育（保健体育）の授業
にて実施が可能である。

〇東京都の資料は活用できるか。
⇒東京都教育委員会のＨＰにてダウン
ロードできる。
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp
/school/content/sos_sing.html

〇望ましい実施時期はいつ頃か。
⇒４月～７月までに実施できると、長
期休業前にＳＯＳの出し方について
児童生徒が意識することができる。

〇担任が実施するのか。
⇒担任に加えて、養護教諭やスクール
カウンセラーなどがサポートすると
より効果的である。
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令和２年度東松山市学校教育研究推進委員


